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教育振興基本計画第４期（令和５～９年度）
文部科学省 令和５年６月１６日閣議決定

２つのコンセプト

①「持続可能な社会の創り手の育成」

〇将来の予測が困難な時代に、未来に向けて自らが

社会の創り手となり、持続可能な社会を維持・発

展させていく人材を育てる。

指示待ちではなく、
生涯にわたって主体的に学び続ける力



教育振興基本計画第４期（令和５～９年度）
文部科学省 令和５年６月１６日閣議決定

２つのコンセプト

②「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」
〇多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、

地域や社会が幸せや豊かさを感じられるものとなるよう、

教育を通じてウェルビーイングを向上。

人口減少・外国人との共生



５つの基本的な方針



あいちの教育ビジョン２０２５

-第四次愛知県教育振興基本計画-



７つの基本的な取組の方向
３０の取組の柱と施策

①自ら学びに向かう教育を充実させ、自己の可能性を伸ばす力を育みます。

②人としての在り方・生き方を考える教育を充実させ、実践力を伴った道徳性・
社会性を育みます。

③健やかな体と心を育む教育を充実させ、生涯にわたって、たくましく生きる力
を育みます。

④ふるさとの魅力やあいちの伝統・文化に学びつつ、技術の進歩に取り組み、社
会の発展を支える人を育みます。

⑤世界とつながり、生き生きと活躍するために必要な力を育みます。

⑥子供の意欲を高め、教師の働きがいがある魅力的な教育環境づくりを進めます。

⑦大規模災害や感染症拡大等の緊急時においても、子供たちが安心・安全に学べ
ることを保障します。



○社会全体でこどもの育ち、
子育てを支える

○地域でのこどもの居場所
づくり、家庭支援のため
の相談体制の充実
○異なる年齢、性別、国の
人と交流できる

第２次みよし市総合計画



こどもたちが楽しい経験をたくさんすることで、
その経験を生かし、自分で考え、応用していくようになる。
世界が広がり、人とつながっていこうとする。

『学ぶ楽しさで人と人とをつなぐ』

基本理念にかかわって

＜推進委員から＞

・コロナ禍の影響⇒近所付き合いの低下。地域でこどもを見守る機会が激減。
近所のこどもの名前も知らない。ジュニアクラブの数も減少。

★人とのつながりが希薄。孤立している可能性。
図書ボランティア
の人数の減少

ふるさと「みよし」
が好きになるかは
“人とのつながり”も

影響

保育の考え



『生涯にわたって自らを磨き続け、仲間と共に「ふるさとみよし」を築き、
より良い次代を創り出す人』

目指す人間像にかかわって

＜推進委員から＞

①作戦８『こどもの心を育てる教育を大切にします』は重要な課題。
⇒自己肯定感、自己有用感を高める

地域から認められる機会増
教員の多忙化解消＝

こどもと向き合う時間確保

②『思いやりをもって、相手のことを考えられる力』＝想像力（本の読み聞かせ）

③『何があっても対応できるしなやかな心』＝レジリエンス

④『対応力や柔軟性』＝みんなで喜んだり、楽しんだりできる実体験や遊びの経験

⑤『目標に向かって、自分で考えて辿り着く力』＝思考力・判断力、探究活動

⑥『大人・保護者も学ぶ力・正しい姿』＝こどもに影響

⑦『フレキシブルハイスクール、インクルーシブ保育』＝個の充実

市が教養を高める学習機会を創出

基礎基本・教えるべき
ところは教える。

「人の役に立つ人間に
なりたい」割合低下

1人1人学ぶペースが異なる





３本の柱について
①Ⅲの柱の部分が、Ｉ，Ⅱとは意味合いが異なるため、並列ではないのではないか。

⇒Ⅲの柱は、Ⅰ，Ⅱをつなぐ、あるいはⅠ，Ⅱの土台となるイメージか？

②作戦の数や実施施策が多く、かつ具体的な成果指標があるので、１０年スパンで

の計画となると時代背景が変われば内容を柔軟に変更できない苦しさがある。

⇒おおまかな抽象的な目標があって、その下に、手立て（取組）が示されるほうが、

時代の変化に対応できるのではないか。

③市が「～します」という計画よりは、「みんなで育てる」というコンセプトであ

れば、市民・保護者も自分事として捉えてもらうように進めるべき。

④目指す人間像に向けた仕組みづくりをしたうえで、 市ができること、家庭がで

きること、地域ができることについて考えてもらうことでそれぞれが自分事とし

て考え、参画してくれるのではないか。






